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の用途
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限外ろ過の基礎
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ナノセップ遠心ろ過デバイスのMWCO

(5,000×g)

DNA試料溶液のろ過前濃度(ng)
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タンパク質での応用
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最も一般的で良好な結果が得られる限外ろ過の用途は、抗体、

酵素、成長因子などを含む低濃度タンパク質溶液の濃縮です。

細胞破砕物を含むタンパク質試料の精製は、最初の分画、２

番目の分画、そして最終的な精製工程へと続きます。

３.

４.

注意：サンプル中の溶質の濃縮は特定のタンパク質の通

過を減少させるので、より大きなMWCOのデバイスが必要

です。より大きな容量の試料を濃縮する場合100  の試

料をまずナノセップ遠心ろ過デバイスで処理して、スケ

ールアップした場合にどのMWCOが最適かをきめることを

推奨します。
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非前処理 1% BSA 5% SDS 5% Tween
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限外ろ過では、細胞上清からモノクロナール抗体を手早く精

製しながら、直接濃縮/回収することが可能です。MWCO 100K

のオメガメンブレンで、細胞培養用の培地中に存在する血清

アルブミンや低分子量タンパク質を除去すると同時に抗体の

濃縮も行えます。
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オメガ
メンブレン

核酸での応用
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PCR反応の前後処理
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400 bp)
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参考データ
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「試料濃度」は、 「ろ過に要する時間」と同様に、 「膜による

分子の選択透過性」にも直接影響を与えます。 タンパク質

試料濃度を増加すると、 ろ過速度は減少し、 それに伴って

分子の透過も減少します。
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・本カタログに掲載している価格は、2008 年 3 月現在の希望小売価格です。また、価格に消費税は含まれておりません。
・製品の仕様・包装・価格等につきましては予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。
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